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表2-7-25 水質分析結果一覧 表

項 目 | 記号 l単位|試射
水素イオン濃度 pH 6.2 

塩素 イ オン Cr ppm 25.0 

硫酸 イオン 80;- ppm 3.50 

硝酸態窒素 N03--N ppm 0.77 

アンモニア態窒素 NH.+-N ppm <0.03 

リン 酸態リン PO.3-_p pp口1 0.26 

ナトリウムイオン Na+ ppm 15.0 

カリウムイオン K+ ppm 4.4 

カノレシュウムイオン C;+ ppm 18.5 

7 グネシュウムイオン Mga2+ ppm 9.7 

全 鉄 Fe ppm 0.04 

浴存酸素 DO ppm 7.1 

過 7 ンガン酸 COD ppm 1.10 
カリウム消費量

生物化学的酸素要求盆 BOD ppm 0.9 

試掘列二
NO.2 

6.7 

14.0 

4.7 

く0.02

<0.05 

<0.03 

7.6 

1.5 

5.6 

1.2 

0.09 

9.8 

0.34 

0.5 

下の地下水位の部分をダムア y プして利用効率をあげるなどの方式が考えられるだろう。
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9.周防丘陵

(1) 地形・地質

山口県の周防灘に面した地域では平野部も沖積層が薄く ，丘陵を構成する古第三紀の宇部挟炭

層などから地下水を揚水している。周防丘陵は， 標高 50~130 mで開析は著しいが，海岸付近

で標高 80m 付近に瀬戸内面に相当する平坦商がみられる。また，洪積段丘 も発達し，高橋ら

(1968) によって 3 段に区分され， 古い方から標高 32 ~45 m の王子段丘，標高 20~25 m の古殿

段丘，標高 10~ 15111 の丸尾原段丘があり ， ほかに沖積平野に埋没する能楽段丘が標高 6~ lO m

に分布している。これらは，表 2-7-26にみられるように，それぞれ砂礁周をもっている。これ

らの構造を図 2-7-27 に示す。王子段丘(高位商〉の大田磯層は厚さ 20111 以上あり，磯径 1~15

cmで一部くさり礁となっている。古殿段丘(中位面〉は吉南層に対応するが，これはさらに三

層に分かれ2 下部の小路喋!冨は径 2-10 cmでくさり礁を含み，基質は粘土およびシノレ トで， 厚
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表2ー7-26 周防丘陵周辺層序表 (文献3を修正)

f也 JI[I時代 1也 }[ii 名 政式柱状図 | 地形而

完新世ィ中 l百(4-10m)医ヨ州野
第| |能楽務庖(1.5m+) 能楽1¥立丘

史 | |トスローム(0.5-1.5m、)Iノ、ノ¥/ゾ¥ノ、ノ¥〆¥ノ、¥//、、/ 

八女粘土(数cm)

… 
凶 | 佐山~~庖 ( 1 m) 。 。 。 。。|丸尾原段丘

。。。
• '0 • 

士'"宇部砂礁層 (4-8m)・.7.・.・..・4.:.・・.|7h殿l立丘

南黒崎粘土層 (10m)

紀|世| 民史日だ
大凹礎 }N(20m) I/'/，fi' /，〆7，fJ王子段丘

_1_ ，0;.... - .t.... 
I~ 且3 ニニ ホじ

法 r~i'.筒岩持1

9主|
先第三紀I ~蛇紋岩掠i

正王1

~n l三郡変成岩主1[
~ ~へ~
~ ~ ~ 

，..._ ，.._...........~ 

~ r-- ~ 

さは最大で 45m ある。 中部の黒崎粘土居は，冷涼から温暖に移行する花粉組成をもち，海水~

汽水性の珪藻がみられ， J享さは 10m 前後である。 上部の宇部喋層は粒径 1-3cm で，基質が砂

またはシノレ トの瀕海性の堆積物で，厚さは 4-8111である。丸尾原段丘に対応する佐山磯層は粒

EL-
11l ~ 王子段丘
50 

一『 古殿段丘 →←  

25 

。

:;IL尾原段丘
能楽段丘

一一谷底平野 周
防
丘
陵

図2-7-27 周防丘陵丸尾付近の模式地質断面図
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径 2-5cmのノレーズな砂磯層で，厚さは 1mである。この段丘を担って，厚さ数cm の八女粘

土と厚さ 0.5-1.5m の鳥栖ロ ームが分布している。能楽段丘に対応する能楽礁層は厚さ 1.5m 

以上の扇状地性の堆積物で，粒径 2-3cmの花閥岩類の亜角礁からなる。谷底平野の沖積層は

厚さ 4-10m の喋，砂および粘土である。

宇部層群は，上部の宇部挟炭層と下部の厚東川磯岩層に分かれるが，全体として砂岩，泥岩の

互層を主とし，一部に喋岩がみられる。古第三紀層としては固結度が低い。傾斜が 10-25
0
で，

あまり構造運動の影響を受けておらず，低い固結度のまま残ったものとみられる。厚さは 40-60

m である(図 2-7-28，29)。

(2) 地 下 水

周防丘陵の術水層は更新世の吉南層，大田磯層と古第三紀の字部屈群である。吉南層には，一

部に自噴帯があり，口径 60llUll，長さ30mのボーリングで 28-200111
3
/c1の自噴水が得られた。

大田磯層では，上と同じ規模のボーリングで 10m
3
/c1の自噴水が得られた。宇部層群のと ころで

は，口径 300111m，深さ 71111の井戸で，300 m
3
/c1の揚水が可能であった。一般に，口径 120

111111，深さ20m前後の井戸で，30-280m
3
/c1の自l質量が得られ， 200-570 111

3
/c1程度の揚水が

可能といわれている。 これは，宇部層群の亀裂の発達によって左右されているのではないかと考

えられる。破砕帯の発達していると ころでは，みかけの透水係数が 2.4X 10-4111/Sで，260 m
3
/c1の

地下水が得られた。

地下水位は，浅井戸，深井戸ともに，夏期に高く，冬期に低くなり，その差は 1-2111である。

日降水量 5111111以上で浅井戸，深井戸ともに水位上昇がみられるが，浅井戸は降水量に敏感に反

応するのに対し，深井戸は鋭敏でない。地下水面は段丘地形に調和している。

周防丘陵におけるかんがい用水の利用量は 580本の井戸で，年間約 300万 111
3であり， 量的に

浅井戸が83%を占めている(表2-7-27)。

周防丘陵では，大田喋層や吉南層の分布しているところでも若干の地下水開発が可能であるが，

広大な分布をしている字部層群のところで，亀裂や破砕帯の発達に恵まれれば，相当の地下水開

発が期待でき，古第三紀層にも地下水を求められる特異な地域である。

表 2-7-27 周防丘陵の農業用地下水利用iil;

ぶて1本 数 揚 水 主炉t司正 かんがい面積

(本〕 l∞ (x山 3/年)Iω (ha) |ω 
浅井戸 546 93.7 2，561 83.2 506.0 85目3

深井戸 4 0.7 67 2.2 5.3 0.9 

集水渠 24 4.1 436 14.2 76.2 12.8 

集水池 9 1.5 13 0.4 5.5 0.9 

合計 I583 I 100.0 I 3，077 ハU
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山口湾西部地区

10.備後・阿哲・成羽台地

10-1.草間台地

(1) 地形・地質

草間台地は阿哲台地の一部で，標高 350-500mの緩やかな起伏をもった山頂平
坦面である。

小阪部川の三河川が刻み，比高差 200-300m の急建を形成してい佐伏川，その周囲は高梁川，

る。 山頂平坦面と急崖とをあわせ草間台地と呼ぶ。

山頂平坦面の凹地カレンフェノレトがところどころにみられ，台地にはカノレス ト地形が発達し，

谷のいやには常に小河川が流入して

一部に粘板岩，輝緑凝灰岩を挟み， 三郡変成岩，石英政E

岩も分布している。 古生屈の地質構造は北側に傾斜する単斜椛造で、ある。 台地
のほぼ中央部に，

にはドリ ーネや吸込み穴が分布している。吸込み穴のうち，

L、る。

地質は古生層の石灰岩が主であるが，

これを境として，便宜上，北部石灰岩台地と南部石灰岩台東西に古生層の非石灰岩相が分布し，

IVQpvl石英斑岩類

巨ヨ古生居石灰岩

E日 古生庖粘板岩、糊凝灰岩
匡霊コ三慨成岩、緑色黒色片

初1M孟1x 10'-'A/s(階級4)の初泉

11 1 x 10'噌 ・ 11 ( 11 5) 11 

11 1 x 10 0-' 11 ( 11 6) 11 

11 1 x 10-'-' 11 ( 11 7) ρ 
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・AA
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実測不能の初 ti~X 

0 1 吸込み穴、地下泉

革関台士山の水文地質図

見掛け単位面干li排水ムiの試算範囲
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